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タンパク質をベースにした機能材料の開発 
生体機能関連物質の分離・分析

天然に存在するタンパク質の精密な化学
的加工法の研究は、生命科学分野で急速
に発展しています。その手法を化学産業の
物質生産に応用する試みをしています。ま
た、ペプチドの化学合成や液体クロマトグ
ラフィーによる分離・分析および生体分子
の質量分析などによって、研究をサポート
することもできます。

タンパク質複合体／ペプチド化学合成／化学的加工／機能材料／機能変換キーワード

酵素に代表されるタンパク質は特有の構造を形成して
機能を発揮しています。化学産業では酵素の特異的な
作用が注目されて、物質生産での生体触媒として、また
食品の加工や洗剤の添加剤として広く利用されていま
す。その一方で、酵素の特異的な作用は逆に利用範囲
に制限をもたらすという一面もあります。そこで、より広
く有用物質の生産に利用できるタンパク質の創製を目
指し、タンパク質を化学的に加工して機能変換した人
工タンパク質を開発する研究を行っています。この研
究では、コンピュータ支援による分子設計、ペプチド化
学合成、各種液体クロマトグラフィーによる分析技術を
用いて、タンパク質ベースの新たな機能材料の開発に
チャレンジしています。

タンパク質を狙った位置で２量化して精密な構造の複合体を創る。このタンパク質
２量体が提供する空間は、物質の選別や化学反応に利用できる可能性がある。
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